
シンガーソングライターの泉谷しげる氏が発起人の「阿蘇ロックフェスティバル」。その前夜祭イベントとして、「南阿蘇お

もてなし隊」が主催者となり、「泉谷しげると星を見る会」を催しました。

シンガーソングライターの泉谷しげる氏が発起人となり、阿蘇地域の活性化を目的に2015年から始まった「阿蘇ロック

フェスティバル」。昨年は熊本地震の影響で中止となり、2017年 5月27日に2年ぶりに開催されることになった。そ

の前夜祭イベントとして、会場の熊本県野外劇場アスペクタのある南阿蘇村の有志でつくる「南阿蘇おもてなし隊」が主

催し、「泉谷しげると星を見る会」を催した。

同会は、熊本地震で大きな被害を受けた南阿蘇村に、各地からわざわざ足を運んでくれる阿蘇ロックフェスの前泊者をお

もてなしの心で迎え、地元・阿蘇の住民との交流を通じて「阿蘇のファンになって欲しい」「未来の南阿蘇地域を考える仲

間に加わって欲しい」との思いから企画されたもの。趣旨に賛同したキリングループでは、同会を盛り上げる一助になれ

ばと、「キリン一番搾り」や「キリン 零 ICHI（ゼロイチ）」、「キリン 午後の紅茶 おいしい無糖」「キリン 生茶」といった

飲料を提供。地元の方々と一緒に販売のお手伝いを行った。

当日は泉谷しげる氏のミニライブのほか、ルナ天文台スタッフによる星空観察会や地元婦人会によるだご汁の振る舞い、

飲食ブースの出店に加え、阿蘇地域の観光・移住情報を提供するブースなども設置され、多くの方々で賑わった。

「阿蘇ロックフェスティバル」前夜祭 交流イベント「泉谷しげると星を見る会」
に協力

2017年 5月26日（道の駅あそ望の郷くぎの） 営業活動を通じた支援



「阿蘇ロックフェスティバル」には、全国各地から数多くの方々

が訪れます。その皆さんに泉谷さん達の素晴らしい音楽だけ

でなく、南阿蘇村の自然や食べ物、そして人々の温かさを発

信できる機会を設けたいとの思いで、このイベントを企画し

ました。私自身、東北の復興支援にも携わった経験がありま

すが、地震から1年が経った阿蘇では復旧・復興に向け様々

なアイデアは上がっても、そのための人手が足りないという

状況です。今回のようなイベントを通じて、少しでも多くの

人が「阿蘇、熊本のために自分に出来ることはないか」と考

えてもらえるようになればと思います。

南阿蘇おもてなし隊　久保 尭之 様

コメント①

今回のイベントでは、南阿蘇おもてなし隊から「イベント参

加者に何か振る舞いを提供したい」との依頼がありました。

そこで、南阿蘇村内在住の女性らによる生活研究グループに

呼び掛け、だご汁とおにぎり800人分を用意しました。だご

汁の具材には、南阿蘇村産をはじめ、できるだけ熊本県産の

ものを使っています。参加者に食べ物を通して、南阿蘇を感

じてもらえれば嬉しく思います。

南阿蘇村　企画観光課　課長補佐（企画担当）　下田 朱美 様

コメント②



私たちは、それぞれ関東から移住してきて熊本で出会い、ユ

ニットとして活動を始めました。自然の豊かさ、おいしい水

と食べ物、人々の温かさはもちろん、熊本の持つパワーのよ

うなものに惹かれての移住でしたが、熊本地震ではそれぞれ

に大変な思いをしました。あそ望の郷くぎのは、阿蘇五岳が

一望できる絶好のロケーションで、一度演奏してみたいと思っ

ていたので喜んで依頼を受けました。今回のイベントが、地

元の皆さんと外から訪れる方々のいい循環を生むきっかけに

なればと思います。

JAMユニット「須藤かよ∞樫原秀彦∞伊澤隆嗣Trio」　伊澤 隆嗣 様（写真左）、須藤 かよ 様（写真中央）、
樫原 秀彦 様（写真右）

コメント③

6年ほど前から住み込みでルナ天文台のスタッフとして働い

ていましたが、昨年の熊本地震には本当に驚きました。施設

にも多大な被害がありましたが、幸いにも望遠鏡は無事で本

震の10日後には限定的ながら営業を再開しました。しかし、

まだ道路事情なども良くなく、以前ほどはお客様の数も多く

ありません。今後は、こうしたイベントを通じて再び阿蘇に

足を運んでくれる人が少しでも増えてくれることはもちろん、

私たちも「元に戻す」のではなく、「新しい魅力」を作ってい

く必要があると思います。

南阿蘇ルナ天文台　オーベルジュ「森のアトリエ」　ホテルマネージャー、星のコンシェルジュ®　
高野 敦史 様

コメント④



幸い熊本地震による店の被害は、それほど大きくありません

でしたが、南阿蘇村を訪れる観光客が減ったため、営業的に

は厳しい時期が続きました。その一方で、地震後に村内のさ

まざまなお店が協力し合い、マルシェなどのイベントを開催

するようになりました。地震は不幸な出来事でしたが、それ

まではバラバラだった店同士が、互いに協力し合うことで強

い絆が生まれ、あらためて南阿蘇村に住んで良かったと感じ

ました。

カフェ　山猫軒　奥羽 秀一 様

コメント⑤

豚肉の加工品販売だけでなく、養豚も行っていますが、熊本

地震では6棟の豚舎のうち2棟が建て替えを余儀なくされた

ほか、豚も犠牲になるなどの被害を受けました。ようやく補

助金の申請が通り、これから本格的な再建に取り掛かります。

ソーセージや豚肉の串焼きなどは、お酒ととても相性がいい

ので、今回のようにキリンビール様と一緒にイベントを盛り

上げるお手伝いができればと思います。

香心ポーク　熊野 博崇 様

コメント⑥




